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日
本
の
農
産
物
は
高
く
て
も
海
外
で
売
れ
る
。
こ
ん
な

「期
待
」
が
ア
ジ
ア
各
地
で

崩
れ
て
き
た
。
輸
出
量
が
拡
大
し
、
販
売
の
対
象
が
ご
く

一
部
の
富
裕
層
か
ら
中
間
層

ま
で
広
が
る
中
、
競
争
が
激
し
さ
を
増
す
。
農
産
物
輸
出
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
、
日
本

農
業
サ
ポ
ー
ト
研
究
所
の
福
田
浩

一
代
表
に
、
東
南
ア
ジ
ア
の
現
場
を
報
告
し
て
も
ら

っ
た
。果

実
、米
…
日
本
よ
り
安
く

韓
国
産
梨
の
販
売
促
進
活
動
が
、
ス
ー
パ
ー
の
果
実
売
り
場

で
開
か
れ
て
い
た

（
ベ
ト
ナ
ム

・
ハ
ノ
イ
市
近
郊
で
）

ベ
ト
ナ
ム

・
ハ
ノ
イ
市
内

に
あ
る
高
級
ス
ー
パ
ー
と
、

同
市
郊
外
の
外
資
系
ス
ー
パ

ー
の
果
実
売
り
場
で
昨
年
１０

月
、
丁
寧
に
包
装
さ
れ
た
プ

ド
ウ
の

一‐シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ

ッ
ト
」
を
見
掛
け
た
。
包
装

に
は
韓
国
国
族
が
付
い
て
い

た
。
小
売
価
格
は
６
０
０
鷲

当
た
り
日
本
円
で
２
０
０
０

円
ほ
ど
。
日
本
国
内
で
売
ら

れ
て
い
る
も
の
と
同
水
準
だ

っ
た
。
韓
国
の
民
族
衣
装
チ

マ

・
チ
菫
ゴ
リ
を
着
た
販
売

員
が
笑
顔
を
振
り
ま
い
て
い

た
。
試
食
し
て
み
る
と
、
日

本
国
内
で
購
入
し
た
も
の
と

変
わ
ら
ず
、
お
い
し
く
糖
度

も
十
分
だ

っ
た
。
ど
ち
ら
の

店
内
に
も
日
本
産

「
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
は
見
当
た

ら
な
か

っ
た
。

Ｊ
Ａ
な
ど
の
農
産
物
輸
出

支
援
の
た
め
、
２
０
１
１
年

か
ら
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に

販
促
活
動
を
続
け
て
き
た
。

最
近
感
じ
る
の
は
、
韓
国
産

と
日
本
産
の
農
産
物
の
競
合

が
激
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ

と
だ
。
日
本
産
は
、
お
い
し

さ
や
安
全
性
な
ど
品
質
の
高

さ
が
売
り
。
各
地
で
富
裕
層

を
中
心
に
ア
ジ
ア
市
場
を
切

り
開
い
て
き
た
。
リ
ン
ゴ
や

米
、
ナ
ガ
イ
モ
な
ど
で
販
売

が
伸
び
た
。
ブ
ド
ウ
や
桃
、

イ
チ
ゴ

ヘ
の
関
心
も
高
い
。

韓
国
産
は
、
日
本
産
と
同

じ
く
、
現
地
の
農
産
物
に
比

べ
高
い
品
質
を
売
り

に
す

る
。
同
時
に
日
本
産
に
比
べ

て
低
価
格
で
販
売
す
る
事
例

が
目
立
つ
。
リ
ン
ゴ
や
梨
、

イ
チ
ゴ
で
競
争
が
激
し
く
な

っ
て
い
る
他
、
日
本
が
成
長

品
目
と
期
待
す
る

一，シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト

一で
も
、日
本

以
上
に
素
早
く
市
場
開
拓
を

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

輸
出
振
興
を
唱

え
る
以

上
、
日
本
の
農
産
物
が
持
つ

強
み
を
簡
単
に
手
放
さ
な
い

と
い
う
こ
と
が
大
切
な
教
訓

だ
。ア

ジ
ア
市
場
で
の
競
争
相

英
、Ｅ
Ｕ
雛
競
ま
で
１
年

通
商
交
渉

溝
深
く

こ
の
間
、
メ
イ
首
相
は
総
選

挙

で
事
実
上

の
敗

北
を
喫

し
、
政
権
基
盤
が
弱
体
化
し

な
が
ら
も
、
Ｅ
Ｕ
と
の
離
脱

【
ロ
ン
ド
ン
時
事
】
英
国

が
２
０
１
７
年
３
月
、
欧
州

連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
に
離
脱
を
正

式
通
告
し
て
２９
日
で
１
年
．

■
綺

手
は
韓
国
に
限
ら
な
い
。

冒
頭
の
ベ
ト
ナ
ム
の
ス
ー

パ
ー
で

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の

精
米
が
複
数
の
プ
ラ
ン
ド
で

売
ら
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
も

ベ
ト
ナ
ム
国
内
産
で
、
５
√

１
０
０
０
円
以
下
の
値
札
が

つ
い
て
い
た
。
日
本
の
店
頭

価
格
の
半
分
だ
。
残
念
な
が

ら
日
本
か
ら
輸
出
さ
れ
た
米

は
見
当
た
ら
な
か

っ
た
。

２
年
前
に
日
本
の
精
米
を

タ
イ
に
試
験
輸
出
す
る
プ

ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
た
。
日
本

国
内
で
同
３
０
０
０
円
水
準

の
高
級
米
で
あ
る
。
輸
送
費

な
ど
を
加
え
る
と
、
現
地
の

想
定
小
売
価
格
は
６
０
０
０

円
ほ
ど
。
東
南
ア
ジ
ア
内
で

生
産
さ
れ
る

「
コ
シ
ヒ
カ

リ
」
に
比
べ
、
６
倍
以
上
の

価
格
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、

「
日
本
産
は
味
や
品
質
が
違

う

」
と
訴
え
た
が
、
現
地
の

小
売
業
者
に
は
受
け
入
れ
ら

れ
な
か

っ
た

。

経
済
成
長
に
よ

っ
て
ア
ジ

ア
各
地
で
中
間
層
が
育

っ
て

い
る
も
の
の
、
５
ダ
６
０
０

０
円
の
米
を
買
え
る
層
は
極

め
て
限
ら
れ
る
。
日
本
で
も

同
じ
だ
ろ
う
。

ア
ジ
ア
で
販
促
活
動
を
す

る
と
、
日
本
産
に
対
す
る
関

心
や
期
待
の
大
き
さ
を
感
じ

る
。
現
地
の
研
究
者
に
よ
る

と
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
市
場
に

出
回
る
中
国
産
農
産
物
に
対

し
、
安
全
性

へ
の
不
安
が
高

ま

っ
て
い
る
。
日
本
産
に
対

す
る
信
頼
感
は
高
い
。
ア
ジ

ア
で
激
し
さ
を
増
す
競
争
の

中
で
、
ど
の
よ
う
な
層
に
ど

の
よ
う
な
形
で
日
本
産
を
売

り
込
む
の
か
、
明
確
な
戦
略

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

３５

∞

郷

２０

１５

‐０

５

早
い
。
南
部
の

一
部
地
域
で
は
、

乾
期
米
の
収
穫
が
始
ま
っ
た
。

タ
イ
の
乾
期
米
は
、
適
時
の
降

交
渉
を
館

た
。
し
か

離
脱
ま
不

貿
易
協
守

の
懸
案
で

雨
や
生
育
初
期
の

状
況
は
お
お
む
ね

地
域
で
は
、
病
虫

っ
た
も
の
の
、
全

作
が
見
込
ま
れ
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

作
付
け
し
た
雨
期

ま

っ
た
。
対
象
面

万
診
。
収
量
は
、

年
な
ら
雨
期
米
の

月
に
完
了
す
る
が

雨
状
況
で
、
ま
だ

い
地
域
が
あ
る
。

各
国

。
地
域
の

調
査
す
る
リ
モ
ー

グ
技
術
セ
ン
タ
‐

ク
）
結
果
を
基
に
・
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